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第2８回理事会を開催、令和５年度事業計画・予算を承認

財団は、3月15日に芝パークホテルにて第28回理事
会を開催した。同理事会では令和４年度の事業進捗状況
が報告されると共に、令和５年度の事業計画・収支予算
案等が承認された。

同事業計画においては、自動車教育担当教員の高齢
化・人員減少、電動化や自動運転など自動車技術の高度
化を背景とした教育内容の深化といった様々な環境の変
化を踏まえ、支援活動の重点を従来の教材提供などの
ハード面の支援から、技能・知識・ノウハウの提供を通
じたソフト面の支援へとシフトする。とりわけ、高等学
校に対し自動車の最新技術に関する講師派遣（出前授
業）の活用を積極的に働きかける他、教育現場のICT化
に対応した自動車技術・交通教育の支援、普通高校を中
心とした「探求学習」の支援などに取り組む。

INFORMATION

⚫ 理事会、評議員会を開催 5、6月

⚫ 令和5年度JAEF研修会参加者募集開始 5月下旬

⚫ 令和5年度自動車技術教育用教材提供の公募開始 6月上旬

⚫ 令和5年度講師派遣を実施 4月～6月

４～６月予定

◆ 第2８回理事会を開催、令和５年度事業計画・予算を承認

◆ 令和４年度講師派遣実績

◆ 令和５年度 「自動車技術」に関する講師派遣 募集開始

◆ 副教材「クルマを通じて社会を考える＜デジタル版＞」

完成・公開

◆ 動画学習サイト「早わかり！クルマ塾」に1５本のコン

テンツ掲載

財団運営

▲第28回理事会の様子

･･･3月1５日

公 益
財団法人
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事業ごとにみていくと、技術教育支援事業においては、
自動車の最新技術に関する活動（講師派遣等）を強化し、
またICT化に対応した自動車技術に関する解説動画の拡
充を図る。

研修事業においては、高等学校の先生方を対象とした
教員研修会を開催し、最新の自動車技術や交通技術、交
通安全対策について学ぶ機会を提供する。また、高等学
校などへの出前授業として専門講師を派遣し、モビリ
ティ業界の社会的使命である交通安全教育を中心に全国
の高校生へ広く受講機会を設ける。

調査研究においては、基礎的情報収集として国内外の
調査、及びクルマに対する高校生意識調査を実施する。

普及啓発事業においては、財団活動に関する各種情報
のアクセシビリティを向上させるべく、ウェブサイトの
全面リニューアルを行う他、SNSの更なる活用による
情報発信に取り組む。また、動画学習サイト『早わか
り！クルマ塾』のコンテンツ充実に加え、その告知活動
を強化する。

収支予算については、収入面では賛助会費の減額が続
いているものの、基本財産運用の工夫により高等学校へ
の従前に劣らぬ支援を行うことが報告された。また、予
算の制約がある中で、財団事業の要である技術教育支援
事業の一層の強化を図るため、調査・普及啓発事業につ
いては活動を縮小し、メリハリのある支出計画（下表）
としている。

若者の「クルマファン」作りに向け、引き続き皆様の
ご支援、ご協力を賜りたく、よろしくお願いいたします。



令和４年度講師派遣実績
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令和4年度の講師派遣実績は、開催件数286件（前年
差＋4件）、参加者79, 661名（同▲8,720名）となっ
た。コロナ禍の影響が続く中、令和３年度より「交通安
全」「環境・交通技術」にて本格的に展開したオンライ
ン形式の研修会は56件と前年同様に併用、活用されたこ
とで、キャンセルを29件（同▲56件）と大幅に抑制す
ることができた。

全286件の分野別内訳は以下の通り。

研修会メニュー別実績件数は以下の通り。
1)交通安全：計254件

2) 環境・交通技術：8件

「交通安全」「環境・交通技術」の高評価率（※）は
94％と、令和3年度から2ポイント向上した。講師の方
が研修前に各校のニーズを把握し、事前に撮影した登校
風景や学校周辺の危険箇所を用いて関心を高める工夫を
行うなど、従前以上にご尽力いただいたことによるもの
である。

※高評価率：実施報告書で5段階評価中「大変良かった」
「良かった」の合計

研 修

3) 自動車技術：計24件

参加した生徒が最新技術を搭載した実車に触れると共
に、現場で整備業に携わる講師ならではの話に熱心に聴
き入るなど、自動車に対する興味関心を引き上げる研修
会となった。

講師については、全２８6件のうち、２７8件を地元
の自動車教育推進協議会メンバーに担当いただいた。

講師派遣にご協力いただいた関係団体・企業の皆様に
紙面をお借りして深謝申し上げます。

※平成17年度以降掲載
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講師派遣推移（件数・参加人員）

自動車技術（件）

環境・交通技術（件）

交通安全（件）

参加人員（人）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

自動車技術（件） 11 11 12 18 16 20 16 17 25 24 22 16 25 28 35 16 24 24
環境・交通技術（件） 2 1 1 2 0 0 0 2 0 3 0 2 0 16 17 5 7 8
交通安全（件） 5 16 20 23 45 82 108 157 178 216 236 280 320 276 311 192 251 254
研修会合計（件） 18 28 33 43 61 102 124 176 203 243 258 298 345 320 363 213 282 286
参加人員（人） 1,970 7,298 8,868 10,636 19,429 34,875 51,897 76,002 77,058 92,725 99,386 115,297 137,826 113,384 124,428 61,666 88,381 79,661

▲沖縄県立沖縄ろう学校での講師派遣の様子

分野 件数 対象

1) 交通安全 254 社会科系及び生徒指
導担当の先生並びに
生徒2) 環境・交通技術 8

3) 自動車技術 24 主に工業系の生徒

ドライバー・自転車・歩行者から見た交通安全 183

自転車を取り巻くリスクとその責任 34

夜間の交通安全対策 25

交通事故を起こして問われる責任 9

二輪車（バイク）の交通安全 3

地球温暖化防止と自動車技術 7

交通技術と社会のあり方(自動運転技術の現状
と方向性）

1

最新技術：生徒対象 22

整備技術：教員対象 2

▲弘前東高等学校での講師派遣の様子
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令和５年度 「自動車技術」に関する講師派遣 募集開始 技術教育

2) PIUS特別講習

････ ３月１日

本講習は、財団より専任講師を派遣している。分解・
組立を通して、工具の使い方を始め車両の構成や部品の
機能の理解を深めるとともに、自分たちで組み立てた車
両の試乗確認まで行うことにより、達成感を得られる内
容となっている。令和５年度も前年同様、計10回の開
催を予定。

＜令和４年度実施校 担当教諭の主な評価・感想＞
・5Ｓを含め、チームによる作業での大切な意識や取り

組み方について理解を深めることができた。工具の取
り扱いについても実践的なものを学ぶことができた。

・分解・組立の作業では実車と同じ構造のキットカーを
使用して、各部品の仕組みや役割を学ぶことができた。

・座学で電気自動車の置かれている状況を理解し、今後
の自動車とどう向き合うべきか考えることができた。

・初めて自分達が手掛けた車両を運転操作する経験がで
きて、生徒は感動していた。

財団は、令和5年度「自動車技術」に関する講師派遣
（下表内８メニュー）、および「PIUS（分解組立式小
型電気自動車）特別講習」の募集を3月1日より開始し
た。当支援活動は本年度の重点事項にあたるため、募集
開始に先立ち、令和４年度自動車教育用教材贈呈式に出
席いただいた先生方に対し、当内容の告知と共に積極的
に活用していただくよう働きかけを行った。

1) 「自動車技術」講師派遣メニュー

＊「交通安全」「環境・交通技術」に関する講師派遣は、
令和4年12月より募集開始済

▲ 令和4年度 PIUS特別講習の様子▲ 令和4年度 最新技術 講師派遣の様子

ジャンル メニュー

1.トヨタ自動車

   ハイブリッド車について

2.日産自動車

   電気自動車について

3.本田技研工業

   e:HEVについて

4.マツダ

   電動化技術によるクルマの楽しさと環境の両立

5.三菱自動車

   EV・PHEVを用いた持続可能な社会に向けて

6.自動車整備振興会

　 ガソリンエンジンの分解・組立

7.自動車整備振興会

   トランスミッションの分解・組立

8.自動車整備振興会

   電子制御エンジンの構造と点検・整備

生徒向け

自動車の

最新技術

教員向け

自動車の

整備技術

副教材『クルマを通じて社会を考える＜デジタル版＞』完成・公開

財団では、平成26年に冊子として発行した副教材
『クルマを通じて社会を考える』の掲載情報やデータを
更新した“デジタル版”を今年度順次制作してきた。2
月に「Ⅴ 国際経済」「IV 自転車事故と損害賠償」を公
開し、当副教材を構成する全６章が完成した。

当副教材は、クルマや自動車産業を通してマクロの経
済・社会との関わりについて学ぶことができる。取り上
げるテーマや掲載内容は、「公共」や「探究」などの授
業に最適で、授業形態の多様化や生徒の皆さんの自主学
習にも対応できる仕様としている。

････ 2月22日 普及啓発

テーマ

Ⅰ  地球温暖化

II  資源・エネルギー問題

III 環境問題と政策

IV  現代の企業・産業構造の変化

V   国際経済

IV 自転車事故と損害賠償

▲ 「Ⅴ 国際経済」 より

▲ 「IV 自転車事故と損害賠償」より
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動画学習サイト「早わかり！クルマ塾」に15本のコンテンツ掲載 普及啓発

財団は動画学習サイト「早わかり！クルマ塾」にて、1
月からの3か月間で合計15本のコンテンツを財団ホーム
ページに掲載した。

“18歳成人”にも関わりが見込まれるクルマのサブス
クリプションサービス（1本）の他、自動車の運転支援技
術・電動化（計８本）、海外・国内調査報告（計５本）、
および交通安全（１本）をテーマとした動画を制作した。

令和4年度は、当15本を含め合計20本のコンテンツを
掲載した。本年度もコンテンツの充実により、自動車教育
支援の更なる強化、クルマへの関心・理解向上を図ってい
く。（以下、動画タイトルに続く ＜ ＞は掲載日）。

➢ 「消費者としての高校生と交通社会 〔3〕クルマも
“サブスク” の時代へ」<1/17>

今年度のシリーズテーマ”18歳成人”の第3作。ク
ルマのサブスクリプションサービスの仕組みや普及
の背景などに加え、利用時の留意事項も紹介。

➢ 「人を見守る高度な運転支援技術 乗る編 第1回」
「 同 第2回」<1/31>

上述技術を搭載した新型車の試乗レポート。当技術
作動時の車内の状況、緊急停止の方法などを紹介。

➢ 「人を見守る高度な運転支援技術 聴く編 第1回」
「 同 第2回」<1/24>

ドライバーが体調急変などで運転できなくなった時
にアシストを行う自動運転技術について、開発者イ
ンタビューをもとにイラストや画像を交え解説。

➢ 「カーボンニュートラル社会において 石炭火力発電
は不要か？」<2/28>

脱炭素社会の実現に重要な役割を担う石炭火力発電
の現状や必要性について理解を深める内容。構成す
る4章をそれぞれ分割したコンテンツも同時公開。

➢ 「電気自動車から見る電動化社会 聴く編 第1回」
「 同 第2回」<3/7>

電動化車両の普及促進が求められる理由、その普及
による社会の変化など、電動化車両の開発者へのイ
ンタビューの模様を中心に紹介。

➢ 「自転車の交通違反 取り締まり強化へ」<2/2>

東京都での取り締まり強化の背景、今後注意すべき
乗り方の解説と共に、自転車利用時のルール・マ
ナー遵守に対する指導、注意喚起を促進。

➢ 「電気自動車から見る電動化社会 乗る編 第1回」
「 同 第2回」<3/14>

電動化車両の仕組みや特長について、新型車両の試
乗の模様を交えながら解説。

➢ 「シンガポール現地調査報告 Ⅰ.シンガポールの概要
と交通課題」「 同 Ⅱ.シンガポールの交通渋滞対
策」<3/20>

昨秋実施した現地調査の報告動画。同国が抱える課
題、最適な交通社会環境実現の為の取組を紹介。

➢ 「シンガポール現地調査報告 Ⅲ.自動化・電動化への
取り組み」「 同 Ⅳ.新たな販売形態”自動車の自動
販売機”」<3/24>

シンガポールの高齢化対策・気候変動対策、及び同
国ならではの新しいクルマの販売店の形を紹介。

････ 1～3月
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